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研究主題
「子 どもの思いを広げる図画工作」

1研 究主題について

今年度の研究を始 めるにあた り、子 どもたちの[[思 い"と は どのよ うな ものかにつ いて共通

理解 を図るた めに、 さま ざまな観 点か ら論 じ合った。 「こ うあった らいいな。」 とい う希望や夢

とか、「こんなこ とをや ってみ たい な。」 と言 う意欲、そ して嬉 しい とか、悲 しい とか、美 しい

とか、すば らしい とか を感 じるカではないかな どの意見を出 し合 った。そ して、それ は子 ども

たち一人一人 がもっている ものではないか とい う結論にた ど り着 くこ ととなった。

た とえば、何か新 しい ことに出会った時、一人一人の"思 い"に よ り、自分で、「～ してみ よ

う。」とチャ レンジす る。こ うしたい くっかの思いの広が りや繋 が りを通 して、さま ざまな経験

を重ね成長 してい くことが、 これ か らの時代 を生 きる子 どもた ちに必要なカ であ り、 この こ と

が、いわゆる"生 きるカ"に なってい くのではないか と考 えた。

図画工作 においては、心 と体 を通 した経験 か ら、 「こんな感 じでっ くってみたい。」 と思 い、

考え、試行錯誤 して 自ら表現 してい くことができる力であ ると言 える。そのカ の源 であ り、到

達点でもある自己決定するカや 自分 らしさを、より大 きくもった子 どもを今年度の研究 にお け

る目指す子 ども像 とした。

現在の子 どもたちは、 さまざまな情報 にっ いては溢 れ るぐらい摂取 していても直接 的な体験

が少な く、 自分か ら進んでや りたい ことを見つけてい くことに関 しては苦手意識 をもち、受動

的な行動が増 えている。

そのよ うな中で も、道具の使い方や、技法 を指示 し熟練 を 目指す よ うな授業 を行 うことで、

一般的に言われ る うまい作 品やすば らしい作 品は出来上が るか もしれ ない。 しか し、それ だけ

では、子 どもたちが満足感や充実感を味わ うことがで きるよ うな、思い の広が りや生 きる力 の

育成には結び付 きに くい と考 える。技法 の熟練のみ が 目的にな るのではなく、技法は、思 い を

広げるための手立ての一つ ととらえ、他 の手立て と併せて授業 を組 み立て なけれ ばな らない。

では、子 どもた ちの思いを広 げる経験 を積 み重ね させ ることに よって、 どの ように"生 き る

カ〉,を培っていった らよいかを考 えな くてはな らない。図画工作は 自己決定で きる要素や場 面

が多 く含まれた教科である と言 える。 この教科の特性 を生か して、 さま ざまな視 点や方法 か ら

これ らを検証 してい くこととした。

今年度、注 目したことは、今 まで以上に、授業 のさまざまな場面において、子 どもたちの思

いに寄 り添 う授業 の展開方法の工夫 である。教師 と子 ども とのか かわ りで言 えば、結果に 向か

って一方向だけに追い立て るのではな く、子 どもたちの 「目に見 えない活動」=「 思い」 をつ

かみなが ら、その広が りが さらに増す ような柔軟 で発 展の可能性 を含 んだかかわ りを大切 にす

る授業方法で ある。そ してそのかかわ りを子 どもの活動の広が りと結び付けて行 う指導 の工夫

を、"支 援=認 める(評 価)と 示す(提 案)"と して位 置付 けた。(構 造 図参照)こ の評価 と提案

の方法 を工夫す ることによ り、子 どもたちが 自己決定す る機会 を増や し、 自分 らしさを じっく

り考えるな ど、さまざまに思い を広 げることができるので はないか と考えた。
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皿 本研究における図画工作の考え方

1授 業の構造

研究主題

子 ど も の 思 い を 広 げ る 図 画 工 作
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図画工作 の活動 は直線的な ものではな く、たて軸の、子 どもの心の育 ちに沿って、 らせん階

段 のよ うに位相 を変 えなが ら同 じところを行 きつ戻 りつす るものだ と考えた。

らせ んの周回 の段 ご とに活動の流れ を位 置付 け、上面を子 どもの活動 、側 面を教師 のかかわ

りとして表 した。(ハ ー ト型 の絵は子 ども一人一人 の思いの様 子 を表 しています。)

子 どもの活動 の広が りと教師 のかかわ り

子 ど も

それぞれに かかわ り ふ り返 り 気付 き 出会 う ためす 深める

一

成 しとげる

教 白而

それぞれに 認める 示す
なげかける

一一

見守る ゆさぶ る ほめる
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子ギもの黒い斎広げる図画T作 の相点例

流れ
視点

児童 1,出 会 う 2,た め す

教師 1,な げか け る 2,見 守 る

場の設定
(場や環境へ

のかかわ り、

気付き、ふ り
返 り)

児童 ・自分 の 考 え 、 よ さ、 可能 性 を生 か
せ る。

・自分 のや りた い こ とを見つ け られ

る。

・素材や空間を生かす工夫 をす る。

支援
示す
(提案)

認める
(評価)

教師 ・子 ども のお かれ た環 境や 実 態 を と

らえ る。
・教 師 か らの メ ッセー ジ を伝 える。
・図工 のね らいや 目標 をお さえる

。

・積極的 に活動で きている子 につい

てはそのよ さを見守 る。
・発想 が出に くい子 については例示

した り、方向付けをす る。

素 材用具
(素材用具 へ

のかかわ り、

気付 き、ふ り
返 り)

支援 『一… …
示 す

(提案)
認 める

(評価)

児童 ・諸感覚を働 かせて素材にかかわる。

・今 までの経験 を生か し素材や用具

を使 う。

・自分の思い を生か した り、素材 の
特徴を生か して題材に取 り組 む。

教師 ・安全 な素材や用具の使 い方 を指導

する。
・身近で扱いやすい棄材 を用意 させ

た り、抵抗感 、意外性 のある素材
存進備す る.

・子 どもの発想 に基づ き、必要 な
技法や、用具の使い方 を説明す る。

相互行為
(造形活動 を

通 じた友達や
教師とのかか
わ り、気付 き、

寿辺返 リユ_支
援
示す
(提案)

認 める
(評価)

児童 ・授業のね らいや教師か らの メッセ
ージを受け止める

。

・友達に 自分 の構想 を相 談 しなが ら

つ くる。
・必要な部分 については協力 して造

形活動 を進 める。

教師 ・授業のね らいや教師か らの メッセ
ージを伝える

。

・子 どもの造形活動の中で特徴的な

ものを全体 の場で紹介 し参考に さ
せ る。

試行錯誤
(造形活動を

通 じたかかわ
り、気付き、
ふ り返 り)

麦援… … 一…
示す
(提案)

認 める
(評価)

児童 ・授業のね らいや素材 の特徴を生か

し、自分の思いを広げる。

・自分の思 いを生か し素材 を選 んだ

り組み合 わせた りし、いろい ろ試
す。

教師 ・子 どもが 自由に活動 できる楽 しい

雰囲気 をつ く り導入する。

・努 め て個 々 の相 談 に の り
、方 向 性

を示す。

自己評価
相互評価
(かかわり、

気付 き、ふ り
返 り)

麦援… 一… …
示す
(提案)

認める
(評価)

児童 ・題材 の内容 をつかみ
、素材 の感触

を楽 しみ、楽 しくできたか。

・自分の思 いを生か し素材や用具 を

選び有効に使 えたか。

・友達と協力 していろいろ試 したか
。

教師 ・感想用紙、デジカメな ど、記録に
なるものを用意す る。

・写真や ビデオで子 どもの造形活動

の様子 を記録 し、つかむ。
・感想用紙 に友達か らコメン トを書

いてもらう。

亀
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3,深 め る 4,成 しとげ る

3,ゆ さぶ る 4,ほ め る

・素材 、 空 間 、友 達 、教 師 との か か わ りか ・素 材 、 空 間 、友 達 、 教 師 との かか わ りか
自
己

ら造形行為 を進 め、新 しい考 え方、方法、 ら造形行為 をさらに高 め、題材 を通 して 決
価値に気付 く。 「私 」 の変 化 に気付 く。 →定

で
き

・子 どもがつ く りつつ ある かたち につ いて 、 ・子 ども自身 がっ くりあげた造形活動 のよ
る
カ

ちがった方向性や価値観 を知 らせ 、考え さを確 認で きるよ うに認 めた り、活動 を
方に広が りをもたせ る。 ふ り返 った りで きる場 をつ くる。

・っ くりつっ あるかたちか らさらに発想 を ・思 い を 広 げ 、つ く りあ げた かた ち の 中 に
自
己

広 げ、完成度 を高めた り、新 しい素材 の 素材や環境 、人 との かかわ りか ら生み出 決
生か し方に気付 く。 された 自分 の表現のよさを再確認す る。 →定

で
き

・一 人 一 人 の子 どもの様 々 な表 現 の 違 いや ・一 人 一 人 の 子 どもの つ く りあ げた かた ち
る
力

よさを紹介す る。 の素材 の生 か し方の よ さを全員 で共有で

きるよ うに紹介す ると ともに安全 な片付
けにっいて指導す る。

自
己

・つ く りつ つ あ るか た ちにつ いて 友 達 と助 ・っ く りあ げ たか た ち につ い て、 今 まで に 決
言 しあ った り、教 師 の 提案 か ら、 新 しい ない 自分 の よい とこ ろ に気 付 い た り、 友 →定

自分 の考 え方 、方法 、価 値 に気 付 く。 達の表現の よさに気付いた りする。 で
き
る
力

・子 ども がつ く りあ げた 、 かた ちの よ さに ・一人一人 が造形活動 によって獲得 した考

っ いて認 めた り、ちが った方向性や価値 え方 、方 法 、価 値 を発表 し合 い 、 よ さを

観 を知 らせ る。 共 有 させ る。

自
己

・自分がつ くりあげたたかたちの よさを確 ・題材 を通 して素材 や友達、教師 とかかわ 決
認 し、友達 や教師 とのかかわ りか らさら り、思い を高い次元 で達成することか ら、 →定

に完成度 を高 めた り、新 しい考え方 、方 さらなる表現意欲や主体的に物事を解決 で
法 、価 値 をっ かむ。 す るカ を培 う。 き

る
力

・子 ども が 自 らの表 現 の よ さに気 付 き 、 さ ・一人一人 の子 どもが様 々な試行錯 誤か ら

らに一歩進 めた価値 を獲得で きるよ うに 到達 した造形表現の よさを認め、ほめ る。

助 言 す る。

自
己

・環 境 、 素 材 、 友達 、教 師 との か か わ りか ・題材 をふ り返 り、 自分 の思いが素材や環 決
ら、どの よ うな ことに新 しく気付 い たか。 境、友達や教師 とのかかわ りの中で どの →定

よ うに変化 していき、新 しい気付 き、発 で
見、価値の獲得 をしたか。 き

る
力

・写真や ビデオで子 どもの造形活動 の様子 ・感想 、 写真 、教 師 や 友 達 か らの コ メ ン ト

を記 録 し、つ かむ。 な どを整理 し、子 どもに自分 の活動 をふ
り返 らせ る。

・感 想 用紙 に教 師か らの コメ ン トを書 く。
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3.図 画工 作の基礎 ・基本 を こう考 える

く教科 としての基礎 ・基本 〉

図画工作においては、 これ まで、絵 に表 した り、立体 に表 した りす るための技法や手順な ど

を、教科 の基礎 ・基本 であ ると考 える傾 向が見 られ た。

しか し、これか らの図画 工作 にお いては、子 どもた ちの、「や ってみたい、つ くってみたい。」

とい う表 現活動 の過程 において、一人一人の子 どもたちが 自らの思いを表現へ と結び付 けるた

めに必要な方法 を選択 し獲得 してい くことが必要 である。 そ して、身 に付 けたカ を、その後の

学校生活等にお いて、必要な場面 でそれぞれ の方法 で発揮 できるよ うな力 として基礎 ・基本 を

考 えることが大切 であ る。

〈子 どもたちにとっての基礎 ・基本 〉

図画工作にお ける基礎 ・基本 は建築の土台な どにた とえ られ るが、構造や形の仕上が りな ど

に影響す るだけでな く、建 物 自体 が周 りの環境等 に応 じて伸縮 した り、皮膜 をっ くっていった

りす るよ うに、風雪や寒暖 な どの さまざまな 自然の条件等 に柔軟かっ適切に対応 できるよ うな

力のことだ と考 え られ る。

これまでの図画工作においては、この考え方 が十分 には広が ってお らず、固定的な基礎 ・基

本 とい うものがあ り、それ らは柔軟 で多様 であ るとい うよ うには考 え られていなか った。 した

がって、個々の子 どもの特性 に応 じた形での定着 とはな りに くく、これか らの時代 を生 きる子

どもたちのための"生 きる力"と な るには十分ではなかった。
"生 きる力"と して基礎 ・基本 を考 えた ときに、それ が子 どもたちの必要感 か ら自ら選択 さ

れ習得 した もので あるな ら、そ の子 どもの生きた基礎 ・基本 になって いるのではないかと考 え

る。

〈自分 ら しさと基礎 ・基本 〉

図画工作にお いては、 さま ざまな題材 において多様 な材料 ・用具 などと出会い、与えられた

主題や題材 のね らいに対応 して、 自分の思いもち、それぞれの表現へ と結 び付 けてい くことが

自分 らしさを発揮する こととなる。そ して、自分 らしさを発揮す るた めには さま ざまな場 面や

段階において 自己決定す るカが必要であ り、その繰 り返 しの中で 自分 らしさあるいは個性 が形

成 されてい くと考 える。 この ことにつ いては、新 しい学力観 の考 え方の中で、 「基礎 ・基 本 と

個性は ともに育つ。基礎 ・基本 を子 どもたちが 自ら獲得 し、それ を創造的に生か しながら、人

間 らしく豊かに生 きてい くこ とが できるよ うな資質や能 力 となるよ うに身 に付 けてい くことが

大切である。(文 部科 学省)」 と述べ てい る。

したがって、学習指導のあ り方 も当然 の ことなが ら、子 ども一人一人が 自分 らしさをもち、

少 しずっ個性 を発揮で きるよ うな考 え方 で展 開され ることが必要 とされ る。っま り教師の示す

手順 を追 って子 どもたちが活動 していくのではな く、子 どもた ち一人一人 が気付 きをもち、思

いや考 え広 げていく過程 にお いて 、子 どもの表現活動 を支援 してい くよ うな授業方法への転換

が必要である。

子 どもた ちの意欲 ・関心を高 める工夫 を常 に心がけ、子 どもが 「知 りたい、で きるよ うにな

りたい。」 と思 う 「その時」 に適切な 「手 をさしのべ る」 ことがで きることが、我 々の使命 で

あ ると考える。
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4.現 代の子 どもの思 い

く子 どもの思いの種 〉

子 どもは、 ある事象 な どに出会 った とき、色、形、音 、表情、大 きさ、においなどか らさま

ざなこ とに気 付いた り、感 じた り、考えた りす る。 そ して 自分な りに漠然ではあるか も しれ な

いがあ る感情や 印象 を もち、 さらに関係す るいろいろな ことを思い描 く。 この思い描 くきっか

けや この過程 の初期 ことをここでは"思 いの種"と 表 す ことにす る。

'子 どもは
、それ ぞれ 、 さまざまな大き さ、色、形な どをした"思 いの種"を もち、外界 か ら

の刺激 を受 けなが ら"思 いの種"を 育ててい る。 この種 を表 出させ ることが得意な子 もいれ ば、

苦手な子 もい ることだろ う。

今 、図画工作の授業の場面だ けでな く、社会的にも、 日常の経験 が不足 した り、バー チャル

体験 しかない子が増えた りして いることが問題 として上 げられて いる。溢れ る早い流れ の情報

の中で、受 け身 であ り、それ を、あたか も獲得 したかの よ うな感 覚 になってい ることも原 因の

一っで ある
。楽 しく学校 生活 を送 り、遊びや学習 を通 して学び を見せている子 どもたちではあ

るが、授業等 におけ る自己の意 見発表はやや苦手であ り、進 んでや ってみよ う、手 を出 してみ

よ うとい う姿に も、まだまだ物足 りなさを感 じる場面 も多い。

〈自然に広が る思いの種 〉

子 どもには子 どもの世界が あ り、表面に出てきていない活動の 中でも、子 どもは、"思 いの

種"を 少 しず つ伸ば している。 そこを見取る ことは難 しい側面 もあるが、それぞれの表 現の過

程 にお いて 自己や他者 との対話 を行 ってお り、 さま ざまなかかわ りによる刺激 などか らも"思

いの種"を 伸 ば してい るのである。表現活動における"思 いの種"の 芽、根な どの広が りは、

日常の 中で も少 しずつ少 しずつ子 どものなかに、 自然 に起 こっているものでは ないか と考 える。

したが って、授業の さま ざまな場面におけ る子 どもとのかかわ りの中で も、 この 自然 な広 が

りに即 した形 での対応 が必要で ある。

〈感 じる心 と思いの種〉

子 どもは、個人差 はあ るが、育った時間の長 さや多様

な経験 を通 したこ とで思いを広 げ、いろいろな ことを想

像す るこ とができ る。 さらに、 それ までの経験の中にお

いて、強 く心を揺 さぶ られ た り、大小 にかかわ らず刺激

を受 けた場合 な どは、感情や感性 な どの育 ちへの影響 も

大きい。感 じる心 の育成 を授業 の中で どの よ うに設定 し

てい くかが これか らの授 業のポイン トで ある。

〈思いの種 を伸ばす手助け〉

子 どもた ちが、外か らの刺激 を身体 の諸感覚で感 じ、

また、 自己の思いの変容 も身体 で感 じ、よ り主体的に深

化 し続 けていけ るよ う、教師 も一緒 に、"思 いの種"を

伸 ばす手助 けを していきたい と考え る。 何 よ りも思いを

広 げる活動 が、子 ども 自身に とって、爽快で心地 よい こ

とが大切 であって、その心地 よさを同 じ場所で共感 し合

う授業の展開 も重要 な要素である。

7



5.支 援 と評価

前述 の、子 どもの"思 いの種"を 伸ばす方策 と して、指導方 法の中の支援の在 り方 を重視 し

て研 究 を進めてきた。 ここで、支援 と評価 にっいての とらえ方 を以下 のよ うにま とめてみた。

子 どもが図画工作の学習 活動を通 して 自己決定 し、 自己実現へ向か って思い を広げてい くと

きには、ま っす ぐ平坦 な道ばか りを進む ことはない。む しろ、 山あ り谷 あ りの道である場合 が

多い。 そこで教師 の存在価値 が生 じ、支援 してい くことにな る。 だが、教師は自分の尺度 で子

どもに完壁 を求め ようと した り教え込 も うとした りしが ちで ある。そ うした教師の一方的 なか

かわ りではなく、構造図に もあるよ うに各段階の適切な時 に適切な方法で支援 ・評価するこ と

で、子 どもは、認 め られ、安心 し、 自信 を付け、意欲 をもって思いを広 げて表現す ることがで

きるよ うになると考 えた。

〈具体的 な支援について 〉

今年度の研究 では、支援 を 「認 め る」 と 「示 す」の二つに分 けた。 「認 める」は評価 ・共感

とも通 じ、具体的には 「言 葉か け」 「身振 り手振 り」 「うなつ くこと」 「まなざ し ・アイコンタ

ク ト」等が考 えられ る。 「示す 」は 「例示 」 「実演」「鑑賞」 「場の設定」 「視点や発想 の転換」

「考 え方」等で ある。

適切 な支援 を行 うためには、 さま ざまな配慮 を しな くて はな らない。 なぜな ら、子 どもた ち

の歩み は一様 ではな く、速度 もつまず きもバ ラバ ラであるか らだ。 しか し、個 々の様子を観 察

し、必要な時 にその子に合 ったや り方で支援す ることで、子 どもたちは今 まで見えなかった世

界 を発見 し思いをさらに広 げて行 くので ある。その時 、 どうとらえ対応す るかは、子 どもたち

との関係を築き、データを収集す るな どの積 み重ねが必要 である。子 どもの活動 の様子か ら見

えて くることや感 じられ る ことな どを通 して少 しずつ確認 していく姿勢が大切 である。

〈思 いを広げてい くために〉

思 いを表現へ とつなげ、試行錯誤 しなが ら何 とか立ち上 げよ うとしている自己実現の柱は 、

適切 な支援に よりさらに強 固な もの とな り、新たな思いを生み 出 し次な る表現の基礎 とな って

い くと考える。 この積み重 ねが思 いを広 げる土台 となってい くのであ る。

試そテ錯誤 試そテ傘昔誤 試そテ$a誤

く⇒ 新たな思い

支

援

① 自分で挑戦する ②試行錯誤の末 ③教師の支援など ④次のステップ

立ち上げられる により強固となる へさらに挑戦する

く評価について〉

評価については、結果 と しての作品のみで評価 するのではな く、子 どもの学習活動全体 を四

観点か ら多面 的 ・継続 的に とらえ、 よい ところや可能性 を積極 的に とらえてい くことが重要で

ある。 また、今後 は評価 の信頼性 を高 めるため、説明責任 を念頭 に置 き評価 の規準を明 らかに

す る とともに評 定のための手順や方法 を工夫 して いく必要が ある。

8



6.子 どもとの 向き合い

さて、 ここまで の考察か ら、図工室に来る子 どもたちの多様性 をふ まえて、 図画工作 を担

当す る教師 は、どの ように子 どもと向 き合いかかわってい くこ とが必要で あるかを考 えてみ る。

子 どもたち と授業 で顔 を合 わせ る前、 「先週 の授 業は … 、 ああそ うだ ったな。」 「今 日は、

最 初 に何 て言 お うかな。」 「昨 日のテ レビのあの こ とを話題 に してみ よ うか な。」 「あの子 は、

今 日は元気か な。」な どと授業 の導入の こと、子 どもの姿な どを思 い描 く。

以下の三点は、今年度の研 究員 が常 日頃か ら努力 してい る子 どもとの向き合い方 の例 と して

示 した もので ある。

(1)そ れぞれの子 どもの発 達段階や、育ちを考慮 した上で、活動 の内容 と成果 を綿密 に予

想 す るこ とによって、個 々の子 どもに とって、もっとも大切 であると思 われ る課題 を

精選 し、追求す ること。

(2)子 ども一人一人 を取 り巻 く物質的 ・人的環境や、それ によって引き起 こされてい る心

身の問題な どを分析 し、表現活動 を通 してそ うい った問題 に一生懸命に対峙 している

子 どもを癒 し、その悩みな どか ら解 き放っ こと。

(3)授 業 中の子 どもと教 師 との関孫性 の中で、「ここだけは外 す ことができない」 とい う

基本 的で 、最 も重要なあ る一 点を押 さえ、子 どもが もってい る芸術的な底 力を引き出
ひら

し、壁 き、 自然 に活動 を した くなるよ うな場 を与 えること。

そ して個人の持 ち味を最 大限に発揮 させ るよ うに意識 を高め る、あるいはそ うし向け

る ことができること。

以上 のよ うな力量や指導力を、一人 の教師がすべての要素 をもち合 わせ ている ことは無理で

あ るが、 自分 の個性や特性な どを生 か し、数多 くの場面に即 して表現方 法やかかわ り方を選び

教師が 自ら、企画 ・立案 し、実践 してい くことが重要であ る。

これ までに述べた ことは、子 どもを取 り巻 く環境が大 きく変化 している今 日では、かつての

よ うには社会 が子 どもに対 してひ とりでに社会性 をもった人間 を育成す る教育を施 す ことはで

きない状態 にあるために、教師の多様 なパ フォーマ ンスが求め られ る ことに繋がる と言 える。

そこで 、図画 工作教師は、あ くまで も既成の美術 を教 え込む と言 う立場 ではな く、絵 に表 し

た り立体 に表 した り、材料 をもとに した造形活動 を通 して共に感 じ、考え、悩み、喜び合 って

成長 しつづ ける大人 として子 どもの前 に向か うことが一層必要なのである。 また、学校 と社会

とがこれ まで以上に連携協力 して教育活動 を行わ なければな らない ことが多 くなっている こと

も教師 は忘れ てはな らない。

そ して、今 、 目の前で起 こっている、子 どもの刻 々と変化す る瞬間を しっか りとらえ、子 ど

もがあ りのままの 自分 を表現で きる場や雰囲気をつ くることが大事なのである。

爵轡
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皿 実 践 授 業

1.題 材名 「つ な げ て 、 立 て て 、 囲 ん で 、 基 地 を つ く ろ う」(第2学 年と幼魍 の交流授業)

○題材 について
・校庭 のすみに、木 の枝 、角材、すだれ、網 状の布等を組み合わせ、2年 生 と幼稚園で4個 の基地を
つ くる。

・すだれや網状の布 にネオカラーで自分たちの思いを生か した模様や絵 を描 く。
・出来上が った基地 に1年 生を招待 し一緒に楽 しく遊ぶ。
・基地づ くり、1年 生招待、片付けの活動 を総合的に体験する。
・自分の行為を書いた り、カメラで撮 った り、絵に表 した り、自分チェックグラフにした り友達や教
師か らコメン トをも らった りしてふ り返 り、思いがどのよ うに広がっていったかをつかむ。

○ね らい
・野外で大 きな材料 を使 い、全身で活動す る。
・すだれや網状の布 など向こ う側が透 けて見える材料のよさを生か してつ くる。
・グループで協力 し合い、目的 をもって行動す る。
・基地づ くり、基地での遊びか ら、 自然な形 で幼小が交流 し合 う。
・自己評価、教師か らの コメン ト、相互評価 、デジカメ、 ビデオの記録か ら、子 どもに自分の活動を
ふ り返 らせ、新 しい気付 き、発見、価値の獲得から、自己決定で きる力を培 う。

○評価規準
関心 ・意欲 ・態度 ・・野外な らではの環境 を生かし体全体で基地づ くりの活動 を楽 しもうとす る。
構想 ・・積極的に場所や素材の特徴 を生か して基地づ くりの活動 を し、友達 とかかわ りなが ら新 しい

つ くり方をいろいろ工夫す る。

技能 ・・つ くりたいかたちにす るために組み立て方を工夫 し、透けて見える素材 の効果 を生かす。
鑑賞 ・・グループ内や他 のグループのかたち、仕組み、飾 り、描かれた模様のよさを味わっている。
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○ 準 備
・木 の枝 、 ひ も、 ロープ 、針 金 、角材 、簾 、網 状の布 、 ガ ムテー プ、 ビニール テー プ、 ご ざ、
畳 の しん 、畳 の表 面の切 れ端 、蛍 光カ ラー 、 プ リン カ ップ 、筆 、ブル ー シー ト

○ 考察 ・《
出 会 う》(な げ かけ る)で は、 友達 と相 談 しなが ら野外 な らではの 空 間を生か した り、様 々な材料 を

選 ぶ こ とか ら一人 一 人 の児 童 が思 い もち、基 地 づ く りに入 ってい っ た。 実体 験 の不足 して い る現代 の
子 どもた ちに 、体 全体 で基地 づ く りに取 り組 ませ たい と考 えた。

《ためす》(見 守る)で は、友達 とかかわ りなが らいろいろな方法にチャ レンジすることで一人一人の
思い を広 げ る。大 きな材料 を使 ってダイナ ミックに形 を組み立てて いった。今回は2年 生 と幼稚園の
取 り組 みである ことか ら、抵抗感 を少な く し、思 いが持続するス ピー ドで作業が進むよ うに、針金や 、
ガムテープ を多用 してつ くる設定に した。春の 日差 しが強い 日も多 いので、中に入 ったときに涼 しく、
しか もよい雰囲気の出るすだれや網状の布 を使い、向 こう側 の景色が透 けて見える効果 を生か して形
を発展 させ た。

《深める》(揺 さぶ る)で は、自分の思いがた くさんっまったお気に入 りの基地に描 く楽 しさか ら、描
画表現への抵抗感 を少 なくし、普段の平面に表す シンプルな活動の 中でも楽 しく描 くきっかけになれ
ばいい と考 えた。また、透 き通る素材のよさを生か して色を付けることにも注 目させた。

《成 しとげる》(ほ める)で は、 しば らく校庭において他学年の児童 にも開放す る中で子 どもたちの遊
びの幅が広がった り、幼小の交流が深まれ ばよいと考 えた。そんな活動か ら、 自分の基地のよさを再
確認す る。つ くってみた感想を話 した り、教師か らのコメン トを送 った りす る。.デジタルカメラ、 ビ
デオ等での記録か ら、造形活動をふ り返 り、自分の思いが素材や環境、友達や教師とのかかわ りの中
で どのよ うに変化 していき、新 しい気付 き、発見、価値の獲得をしたかをつかんだ。

子
習
活
動
の
流
れ
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か
わ
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き
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り
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自
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相
評
評
方

3,深 める(児 童)ゆ さぶる(教 師)
「お気 に入 りの基地に模様や絵を描いて、もっと楽

しい場所 にしよう!」

「 旧"い い 、な 一?"こ こ 、 一?
尋 読

'

講
欝

囎
爆
灘
竪

　　難

　　　が色景と様

鵬
障

月

α

勤
曾

談

聯

樋

曜
簸縫

、野努【なξ5でな の醐 を
逆rかし.おj勧 ピλ 〃の
盟 κのび のびと柔『し
ん で蕊現 する。
」句ごラ卿力述透 グ て宛 え
る薫 材 のよさを層LCZ
楽しく麦現する。
友 董と脇力 しτ,βF分
ノをちの碁 肋 仁合 フ、た絵
や麓擾 を考え楽 しん で
蕎 くち
側 ・揮 ・ゐξ・鑑 ♪

苓まで薬 しくつ くった活動の延長で 自由にのび
のび と描 いてよいことを 云える

だち そうだん しなカら、おきにいりの
ばしょに のびのびと たのしんでえが けていま
すか。すきとおる ざいりょう のよさを いかし

て_え カ∫けていますか9._
感想用紙 、デジカメ、ビデ牙で事 どもあ造形居
動の 策子を記録 し っかむ

4,成 しとげ る(児 童)ほ める(教 師)
「完成 した基地 でどんな遊 びができるかな?1年 生

を招 待しよう!」 「後 片付 け」「始 めから終 わりまで活

動 をふ り返ってみよう。」
「 一 芸 士"句?・ 滴 ゴ!=、 一!

学 濠

　　　昼寝!」
「給食食 べ た い。」
「お店や さん。」

「中で絵 本 を読 む。」
「中 か ら外 を望遠 鏡 で

み る。」
「トラ ンプす る。」

「宝探 し。」

21生 と 地 で遊 ぶ
「中は涼 しい ね一。」 こ

の望 遠 鏡 で 外 をの ぞ

いて!楽 しい よ!」
「寝 こ ろぶ と空 が透 け

て見 え て 、 気持 ちい
いね 一!」 「どこかに

宝物 が隠 して あるよ。

探 してみ て一!」

③it寸 け
「一糸 に持 っ て。」

一[また二や.り一た いね⊥._

場所 や薫材のF'を 生
か ムτ1年 生 と遊 び.
β分た ちの基堰 のよさ
や工美し、た点 を角i認
する。
偬9・ 揮 ・ゐξ・鑑 ♪

}.,

1

努めて一人一人が到達 した造形表現のよさや遊
びのよさを認 め ほめる
いちねんせいを しょうたい して たのしんでも

らえましたか。あんぜんに かたづ けられました
か。つくりはじめか ら おわりまでを ふ りかえっ
て きづき はっけん μあ望まLた か、
0想;'写 真 こ昌教師滝友達のヨタフードか ら子 ども

に 自△の'動 をふ り返 らせ る
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支援 と評価の例 題材 名 「っ なげ て、立 て て、囲 ん で 、基 地 をっ くろ う」
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「ず こ う よ くで き た か な カ ー ド」 の 活 用 につ いて

子 どもは どのようにして、つ くる行為を媒介に して、友達 とかかわ り合いなが ら、 さま

ざまな新 しい意味をっ くりだ していった り、自分 自身 「私」をつ くり直 した りしてい くの

だ ろ う・か。 自分のや ったことを言葉で書いた り、デジタルカメラで撮った り、絵やイ ラス

トに した り、チェ ックグラフに表 した り、友達や教師か らコメン トをもらった りす るな ど、

さま ざまな方法で記録 し、ふ り返 ることか ら自分の思いが どの ように広がっていったか を

っかむ ことができる。

[出 会 う]… 濁 の後1,ま で記入.教 師力・ら伽 メン ト.

[た めす]・ 活動の後2, まで記入。

*自 分たちの基地の形 を絵で表す。

*基 地 を写真に撮 り貼る。

*友 達や先生か らのコメ ン ト。

[ii亟]・ 一 濁 の後3、 まで記入.

*友 達や教師か らのコメン トで自分の活動をふ り返る。

そ して、違 った視点に気付いた り新 しいことを見つ ける。

1成 しとげるト ・・活動の後4,ま で記入。完成 した物の写真 を貼る。

*自 分チェックで 自分の活動を分析 し、つかむ。

*活 動全体 をふ り返 って、自分の思いが どのよ うに変化 し

ていったかをつかみ、感想 を書 く。
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2.題 材 名 「夏 を 飾 ろ う な つ の タ ペ ス ト リ ー 」(第6学 年)

○題材について

暑い夏を涼 しく過 ごすために家庭に持ち帰って使 うことので きるもの として、身近なタペ ス

トリーを考えた。麻布 のざっ く りとした手触 りと質感 、透 けて見 える感 じは子 どもに とって新

鮮で ある。 日頃あま り使用 しない素材 を使 うことによ り心をゆさぶ り、意欲 を高め、今までに

ないイメー ジを引き出そ うと考 えた。

O題 材のね らい

O育 てたい資質 ・能力

・自分な りの夏のイ メージを麻布 を画面 として構成す るこ とがで きる。

○材 料 ・用具 ・表現方法に関す る資質 ・能力

・いろいろな材料 から発想 し、また発想か ら必要な材料 を選ぶ ことができる。

・質感な ど材料のもつよ さを生かすこ とができる。

・用具を正 しく、安全に使 うことができる。

0学 習の流れ

◆子ども ◇教師 く出 会 う 〉 〈 た め す 〉

◆ コ ラー ジ ュの イ メー ジ 、方 法 を知 る。

い ろいろ な素材 と出会 う。

◇ コラージュのイメージを説明す る。

素材 を紹介する。また今 まで表現 の素

材 として使ったことのない よ うな材料

を用意す る。

◇麻布 の上 に素材 を並べ 、

メージで構成 してみ る。

◇ 自分 な りの並べ 方 を工夫 してい くよ う

助言す る。

学習活 動 におけるの評価規準(開 …関心 ・意欲 ・態度 構 …発想 ・構想 の能力 技 …創造 的 な技能 鑑 …鑑 賞の能力)

・素材や表現方法に興 味をもっ。

(関)

・自分 な りの イ メ ー ジ で構 成 して い る。

・素材 の よ さを 生 か して い る。

(関 ・構)

14



○題材の評価規準

○ 関心 ・意欲 ・態度

素材や表現方 法を楽 しみなが ら表現 に取

り組 んでいる。

○創造的 な技能

用具 を正 しく、安全に使 ってい る。

○発想 ・構想 の能力

素材 の もっ よ さを生か しなが ら自分 の思

い を表現 して いる。

○鑑賞の能力

友達の作品の よ さを感 じ、認 めている。

0材 料 ・用具

麻布(50×50cm)、 ガラス片、貝殻、毛糸 、麻糸 、布 きれ、接着剤 、工作 カ ラー 、

篠竹 、デ ジタルカメラ

○考察

今回の題材では、出会いに よる新鮮 さは子 どもの意欲 を十分 引きだす ことができ、今 までに

ないイ メー ジを湧 き上が らせ ることができた。また、活動途 中で友達の作品を見なが ら新 たな

アイデア ・イメージをつかみ、それを 自分の表現に生 か してい く姿 も見 られた。

自然 な互 いの鑑 賞が、表現 を深めて、新た な自分 の表現 を見い出 していくとい う相 互作用の

大切 さを痛感 した。

〈深める〉 〈成 しとげる〉

◆途 中で新 しいアイデアがわいた り、イメ ◇イメージが固まった ら、接 着剤 等で 固

一ジが変わった ら、新 しい素材 な どを加 定す る。 最後に篠竹 を さして 吊 し、友

え、 どん どん変 えて い く0 達同士で鑑 賞す る。

◇イ メー ジは どん どん変 わっていってよい ◇ 固定の際、デザイ ンをデジタル カメ ラ

こ とを助 言 す る。 ま た 、 自分 のイ メー ジ で保存 できる よ うに してお く。

に 自信 をもって表現で きるよ う助言す 一人一人 の思 いに共感する
。

御 る・ 嘩
t

少1

・自分 な りの イ メー ジを よ り発 展 させ てい

る。

・素材 の よ さ を生 か して い る

・用具 を正 しく安全 に使 って い る。

(関 ・構 ・技)

・自分 な りの イ メー ジ を作 り出す こ とが

で きて い る。

・用 具 を安 全 に正 し く使 っ て い る
。

・友達 の作 品 の よ さを感 じ
、認 め る こ と

が で き る。(関 ・構 ・技 ・鑑)
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3。 題材名 「ペ ッ トボ トル イ リ ュ ー ジ ョ ン 」(第5学 年)

O題 材について

身近な材料で高学年の造形遊び を設定 したDペ ッ トボ トルは入手 しやす く、透明で密閉

できる。色水をつくって中に入れ、ふたを して並べ る活 動を通 して、ひ とときの色 と光の

幻影(イ リュー ジョン)を 楽 しみ、色 と光に対す る思いを広げ ることを 目指 した。

O題 材のね らい

まず個 々が 自分の色つ くりをす ることによ り、混色 ・濃淡 ・バ ランス等の基礎 を確認、

再発見する。そ してできた色水入 りペ ッ トボ トル を並べ てい くことで光 を考慮 した色彩構

成について考える。活動中には友達の様子を見た り、相 談 した り、協力 した りして、今の

子 どもたちに身に付け させたいコ ミュニケーシ ョン能力 を高 め られ るよ うにする。

O題 材の評価規準

関心 ・意欲 ・態度 … 積極的 に色っ くりの試行錯誤 に取 り組 む。

発想 ・構想の能力 … 与え られた言葉か らイ メージする色 をっ くり出す。 できた もの

を次 にど うしたいか考 える。

創 造的な技能 … 人 と違 った自分の納得できる色をつ くり分量のバ ランスを考 える。

ペ ッ トボ トルの並べ方を工夫する。

鑑賞の能力 … 自分のつ くった もの と友達 のっ くったもの を比較 した り調和 を考 えた

りす る。全体 の構成を 自分 な りに評価す る。

0学 習の流れ

出会 う ためす

・色彩魔 法学 の実験 とい う設 定
。

・魔法 の絵 の具(シ ロ ップ)を 使 ってペ

ッ トボ トル に色 水 を入 れ てみ よ う。

・「夢 色」 「夏 色 」 「自分 色 」 を つ くって

雛灘書
伽奪 口

・ 失敗 した り、気 に入 らなか っ た らつ く

り直 してみ よ う。

・混 ぜ る の は 、絵 の具+絵 の具 、絵 の

具+水 …

・シ ロップだけで

な く水彩絵 の具

も使 って よい。

・シロップ と水彩

絵の具の違いは?

0学 習の評価規準と方法

・色水 をつ くる こ とに興 味 を もち 、手順

を考 え進 ん で取 り組 も うと して い る。

(関 ・構)

・ワー クシー トに メモ をす る。

・混色 や 濃 淡 につ いて い ろい ろ と試 行

錯誤 して い る。(関 ・構 ・技)

・色へ の思 い を広 げ てい る。

・デ ジタル カ メ ラで活 動 を記録 す る。
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O準 備 ・

500ccの ペ ッ トボ トル(1人 当た り2～3本 ・底 に ビニー ル テー プを貼 り記名 して

お く)、 プ リンカ ップ(混 色 用)、 バ ケ ツ、 水 を入 れ た大 き め のペ ッ トボ トル 、 魔 法 の絵

の具(か き氷用 シ ロ ップ ・赤 ・青 ・黄 ・緑)、 水彩 絵 の 具 、筆 、 デ ジタル カ メ ラ、 プ リン

ター。 窓 辺 に奥行 き9cm4段 の棚 を設 置 してお く。

o考 察

色水っ くりは、低 学年か ら高学年 まで発達

の段階に応 じて楽 しめ、試行錯誤 しやす い題

材 であった。 さらに大きなペ ッ トボ トル を用

意 し、6年 生で も同様 に取 り組んだが、色合

いや濃淡に素直に感動す る声が聞かれた。

シロップは、きれいに混色ができ透明感が

出せ、甘い香 りとともに子 どもの感覚を刺激

し思いを広 げることができた。 また、並べた

ペ ッ トボ トルをす ぐにデ ジタルカメラで写 し

プ リンターで印刷す ることで全体を一っの作

品として認識 し、次の並べ替 えに移 ることが

できた。機器の活用で内容に幅 を出す ことが

できた。 また、次の活動への思い も広がった。

深める

・窓辺 の棚の好きな場所に好 きなよう

に置 く。 友達のペ ッ トボ トル には さ

わ らない。

・窓の外の風景や友達のペ ッ トボ トル

を意識 しなが ら2～3本 目もつ くる。

・全 員 が 並べ た ら、

デ ジ タル カ メ ラ

で撮 影 しプ リン

トア ウ トす る。

L4

盤
いいね!

成 しとげる

・班 ご とに相 談 して並 べ 替 え をす る
。

その都 度 デ ジ タル カ メ ラで写 し、

プ リン トア ウ トす る。

・次 に どの よ うな活 動 が した いか考 え
,

ワ_ク シ_ト に記 入 す る。 。。げ 炉"

・校内の好 きな場所 に持っ

ていって並べ 、撮影す る。

・作品展 の装飾 として飾 り

多 くの人に見て もらう。

・友達 の様子 や で きた もの に興 味 をも ち

話 し合 っ た り協力 した りす る。

・並 べ る こ とを考 え工 夫 して い る
。

(関 ・鑑 ・技 ・鑑)

・デ ジ タル カ メ ラの画像 を鑑 賞 し、 そ の

後 の 活動 へ と思 い を広 げ て い る。

(鑑 ・構)

・ワー クシー トに記 入 す る。
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4.題 材 名 「中 は 、 ひ み つ の 世 界 」(第4学 年)

○題材 について

「中に入 ってみた くなる空間」とは、子 どもたちに とって どんな世界だろ う?こ の題材 では 自分

だけの 「ひみつの世界」ができる期 待で子 どもの思いを強 く刺激 し、自分の表現 を追求 しよ うとす

る思 い(自 己決定 できる力)を 育てたい と考 えた。大きなダンボール は折 った り丸めた り立てか け

た りす る事 で簡単に空間つ く りがで き、手軽に加 工 しなが ら造形活動ができると期待 した。計画

の段 階で 自分が使 いたい必要な材 料 を考え させ 、材料集め も投げか ける。場の設定は図工室の他

に広 い廊下や体育館 ・校庭な どを利用 し、カ タツム リの ように「ひみつの世界」を移動 させて活動

した りできるよ うに した。友達 と繋 げた り、他 学年 の子 どもたちに見てもらった りすることで満

足感や達成感 も深め させたい。評価 は児童 への声かけやカー ドの記 入、ビデオ ・写真な どの映像 を

もとに適宜行い、教師 自らも子 ども と場 と時間を共有 しなが ら取 り組 んでいきたい。

○題材のね らい

・大 きなダ ンボール の中に入 ってひみっ の世界をつ くることで
、自分の夢や思いを広げる。

・ダンボールの特性 を生か して加 工 し
、材料や用具を工夫 して使 い、心地 よい空間を表現す る。

○題材のO価 親準

関心 ・意欲 ・態度 … ひみっの世界に関心をもち、グ ンボ ールで出来た空間を味わいながら造形活

動を楽 しもうとする。

発想 ・構想の能力 … ダンボールに 自分 らしい装飾や楽 しいアイデア・仕掛けを加 えなが ら、思い

や表現 を広げる。

創造的な技能 … 自ら選んだ材料や用具を試行錯誤 しなが ら使い、心地よいひみつの世界ができ

るよ う工夫す る。

鑑賞の能力 … 友達とかかわりなが ら表現を広げ、見て、遊び、美 しさや楽 しさを味わ う。

▼教師 ⑨子ども く出 会 う〉
醐}〈 た め す〉 のbお み1

・・大きなダンボールの ・・思噸 り・二 盛:'/

中1二λってみよう!爵 やってみよう!@

習 》海の中。夜の世界。くつろぐ世界。/4り 中は暗いよ。電気がつけたい/毎

圃真
っ暗な中で寝てみたい… ドアが動 くように したい…

ダ ンボール を折 る、立てかけ る、も てみた い?使 い た

流 ぐる、四角・三角にす る、丸 める、穴 い材 料 や 道 具が

を 開け る、窓 を開 け る、広 く した あ った ら針 画 プ

れ い、楽 しい1やってみたい!(2時 間)リ ン トにま と

め よ う!

評rひ み っ の世 界 の イ メ ー ジ を も ち 、意 欲 的 に ダ ン ボ

価 一ル とか か わ りな が ら空 間 つ く り を して い る。

規 ◎ 計 画 プ リン トや ダ ン ボ ー ル とか か わ る様 子 を 見

準 な が ら関 心 を も って い る か観 察 し、読 み 取 る。

(計画 プ リ ン ト・聞 き取 り・つ く りつ つ あ る も の)

ダンボール カ ッターを工夫 して 自信を もって口

使 う、切 り込 み を入れ て差 し込 ダンボール カ ッタ

む 、ポン ドや ガムテープで とめ 一、布、ヒモな どを

る。うま くで きるかな?(2時 間)工 夫 して 使 う

といいね1

・材料や道具を試行錯誤 しながら使 って、ダンボ

ールを思い通 りの形にしている。

⑫一人一人の活動に声をかけ、見守る。

(表現の過程、完成 した空間、材料・道具の使い方、

どんな思いが広がっているか聞き取 り読み とる。)
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○準備 ・教師 ・・ダンボール板 、ダンボール カッター、ガムテープ 、接着剤、カラーペ ン、色画用紙

児童の計画用紙 にある必要な材料、計画 ・鑑賞プ リン ト、カメラ・ビデ オ

・午 ども・・動 きやすい服装、は さみ、の り、セ ロテー プ、自分で集 めた必要 な材料

○考察

子 どもたちの中 には「何 もない世 界」「隠れ られ る

世界」「一 人になれ る世 界」な ど、心の奥深 く潜 むも

の を探 りた い と感 じさせ る思 いを もつ子 もいた。

初めに もった思 いを大事に大き く膨 らませながら

製作す る子 と、どん どん変化 してい く子 がいた。どち

らの場合 もその活動 を認 め、励 ま し、支援 を続 けた。

美 しい装飾や楽 しい仕掛 けつ くりをす るだけでな

く、中にも ぐって くつ ろいだ り、友達 とつなげた り

しなが ら遊びを通 して思いを広げてい く子 も多 くい

た。後者 は作品だけではその よさが分か らない。体

全体を使って楽 しく空間を味わっている姿を評価 し・

子 どもたちが心の中で自分のひみっの世界 を膨 らま

せている様子に気付き、それをゆさぶる声かけをした。

普段 はなかなか 自分の思いをもてない子 も、ダン

ボール の中に入 る心地よさを感 じなが らいつもよ り

1欝 いを広げ'自 分で考えて試 してみる姿が見 鞍1嚇 ・

〈深める〉 〈成 しとげる〉

思 いの広 が り… 中に家 具をつ け

る、動 く仕 掛 けをつ くる、中に入

って楽 しむ、友達 とつなげた り、

アイデ ィアを分 け合 う(2時 間)

で き る か な?

友 達 の 世 界 も

の ぞ い てみ よ う1

っな げ た りして

もいい よ。

r思 いを広げ、飾 りや遊べる仕掛けを加えた りし

て、自分 らしい表現を深めている。友達の工夫を

見た り遊んだ りしながら、さらに工夫 している。

◎ 工夫 した ところを認め、ほめたり励ま した り提案

をした りす る。(表 現の過程、できた空間、聞き取

り、ビデオ・カメラ記録、友達 との交流、身体表現)

4・ひ み つ の 世 界

で あそ ぼ う!

v見 に来 てほ しい!見 に行 きたい!撫

○○ ちゃんのお家、寝 られ るよ1

引っ越 ししたい、廊 下 に置 こ う、

持って帰 って遊 びた いな …

自己評 価 ・相 互評 価 … 自分 の

世 界 に満 足す る 、友 達 の よい

と ころに気 付 く、仲 良 く遊 び な

が ら表現 を味 わ う(2時 間)

◎ わ あ ス テ キ!

◎ 君 ら し い ね!

いいア イデ ィア だ

ね!写 真 を撮 らせ

て!感 じた ことを

ま とめ よ う。

》ひみつめ世界で楽 しく遊びながら、 自己評価・

相互評価をする鑑賞カー ドにまとめる。

⑨ 一人一人の活動 をほめる。鑑賞カー ドやイラス

トから子どもの活動をふ り返 り、コメン トを入

れ写真と共に渡す。

(出来た空間、鑑賞カー ド、発表・発言、身体表現)

学

習

流

れ

評

価

規

準
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5..題 材 名 「ハ ン ガ ー ジ ャ ン グ ル 」 (第6学 年)

○題材について

高学年 になると、なかなか自分の思いを表せ ない、体全体を使 って表現できない … 。そん
な言葉がよく聞かれ る。子 どもたちは、その発達段階に応 じての育 ちがあるな らば、少 しずつ思
い を広げていけるはずであるが、いろいろな壁が子 どもたちを閉ざ して しま うことがある。

ク リーニングの針金ハ ンガーを繋 げていくとい う一見単純な活動だが、床か らハンガーを組み

合わせて立ち上げた り、ハ ンガーが本来からもつ要素である 「吊す」 とい うことか らの素材 ・行
為 との出会いによって、子 どもを刺激 し、子 どもの思いがよ り広が るのではないか。また、友達
との相談の時間も設定 し、 自分だけでなく、友達 とのかかわ りによって子 どもの思いがよりゆす
ぶ られ、 自然 と思いが広げ られ るのではないか と考 えた。 そ して、組み合わせを付けた り取 った

りが簡単であ り、この面で も子 どもの思いを広げる要素 となる。組み合 わされたハンガーか ら、
空間の美 しさに も気付 き、思いが広 がることに より、表現す る心地 よさも感 じてくれることを願
った。
0題 材のね らい
・素材(ハ ンガー)の 組み合 わせ活動か ら、自分が表 したい思いを見っ け広げる。
・ハ ンガーの形 ・組み合わせ の美 しさや面白さを、造形感覚 を働 かせて構想 し、表そ うとす る。
・一つのハ ンガーからも、いろい ろな組み合わせや表 し方があることに気付いた り、組み合わせ
による空間の美 しさの感 じや友達の表現のよさに も気付いた りして味わ うことができる。

0学 習の流れ

(2時 間) 〈出会 う〉 〈ためす 〉

子 どもの
思い

〈教 師 〉た くさん の ハ ンガ ー があ る

よ。 組 み 合 わせ て 「ハ ンガ ー
ジ ャ ングル ジム」をつ くろ う。

〈子 ども 〉わ あ。何 本 使 って もい いの。

〈教師 〉

なげか け

どの よ うに組 み

合 わせ よ うか、 グ
ル ー プ で相談

ど こ で 組 も う
か 、ハ ンガー を並
べ てみ る …～

学習活動に
おける評価
規準

群 鯵

i

l鷺

　　　 ロ

躍騰 1繕箏罷

懇購
欝 ・

・ハ ンガー の形 に興 味 を もち、 いろ い
ろな形 に並べ る。

・並べ方 を変 え ては 、 自分 の好 きな 並
べ方 を 思 いつ いて い る。

¥頴 」

☆評価方法 く関 ・構…〉
・表情や活動 の動 きか ら意欲的

に表現 しているかを観察 し読
み取 る。

・っぶや きを聞き取る。

〈教師 〉 い ろいろな繋ぎ方 をや って

み よう。
〈子 ども〉組み合わせた ら、こんな形

になったよ。

平面 的に並 べ る
・平面 を組み合わ

せて立体にする ・
三角形 、六角形等

を規則的に並べて
み る ・

纏 歪ソ
・ハ ンガー の形 を生 か して 、っ くっ て

み たい形 をイ メー ジ しな が ら並べ

る。
・組 み 合 わせ の美 しさを表す た めに 、
い ろい ろな組 み合 わせ を考 えて い

る。
・い ろい ろな形 をつ くるため に、テ ー
プ の貼 り方 を工 夫す る。

★評価方法 〈関 ・構 ・技 ・鑑 〉
・組み合わせ の活動の表れか ら読

み取 る。
・友達 とのかかわ りの様子か ら読

み取 る。
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○題材 の評価規準

関心 ・意欲 ・態度 … 体全体 を使い、針金ハ ンガーの組み合わせを楽 しみなが ら表現に挑 ん
でいる。

発想 ・構想 の能力 … 針金ハ ンガー を並べなが ら、繋 ぎ方 をいろいろ発想 しては、思いや表
現方法 を広 げている。6

創造的な技能 ・・… 組み合わせ から、立体的にハンガー を組み、ため しては、吊 した り置
いた りしなが ら、経験 したことを生か して表現 している。

鑑賞の能力 ・・・… 同 じグルー プや他の グループの友達の表現 を見ては、その面白さや空
間の美 しさを味わっている。

O準 備
針金 ハンガー、セ ロファンテープ、ワイヤー、アル ミ線、ブラ ックライ ト、延長 コー ド、カ
メラ、脚 立、は さみ、蛍光絵 の具

○考察

《出会い)〉(投げかける)で は、たくさんの数のハ ンガーのそれ 自体の面白さに興味をもち、 グ
ループで相談 しなが ら、まず 、自分の 「思い」をもっていった。

《ためす》(見 守 る)段 階では、平面的に組み合わせていく子、大 きく立体的に繋げていく子な
ど、少 しずつ 「思い」が広がっていった。

《深める》(ゆ さぶる)段 階では、グループ内での一人一人の 「思 い」が伸びて広がるように、
声かけを していった。子 どもたちは、頭 の中で、繋げる構想 をもちなが ら進 めていった。

《成しとげる》(ほ める)段 階では、伸びてい く子 どもたちの 「思 い」を見つけ、認 め、発言す
る言葉 などか らも評価 していった。

ハ ンガー を繋げてい くとい う点では、偶然からも形は生まれ るので、それ ぞれの子 どもが

取 り組めることができ、その子 どもの造形感覚 を通 して表現 していった。 しか し、繋げる行
為よ りも、ハ ンガー 自体の形の面 白さか ら自分の中に発想が湧 き起 こり、一っの形 に集 中し
てつ く り、その形をつ くることによって、 自分の中で完結 して しまった子 どもも見 られ た。

〈深 め る〉 〈成 しとげ る〉

〈教師 〉 離れて見 ると感 じが違 うね。

〈子 ども〉 もっ と、 ここ に下 げてみ よ

うか。 つ くった ものが重 い
け ど ど う した らい いか な。

つ くった もの を

吊す ・置 いて み る
・同 じグル ー プ で

繋 げ る ・友 達 の組
み 合 わせ を見 る ・

轡鞭 攣
・ハ ンガー を組み合わせ たものの面 白

さを見つ け、 さらに工夫 して組み合
わせ を しよ うとしている。

・ハンガー で自分の思いになるように

構想 し、形や構成 を工夫 しなが ら表
現 してい る。

・経験 を生か しなが ら吊 し方や繋ぎ方

を工夫 してい る。

★評価 方 法 〈関 ・構 ・技 ・鑑 〉
・友 達 とのか か わ り方 を見 る

。
・工 夫 した場 所 を聞 い てみ る

。
・ビデ オ カ メ ラ等 で記 録 す る

。
・表 現 した作 品 を参 考 にす る。

〈教 師 〉 ハ ンガー とハ ンガ ー の 出会

い 方 が素 敵 だ ね。 ブ ラ ッ ク

ライ トの光 を当て てみ よ う。
〈子 ども 〉離れ て見 る と違 うね。 暗 く

して 見 る と、 わ あす ごい。

空間の 中での形
の美 しさやプ ラッ
クライ トによる線

材 の美 しさを知 る
・友達の表 し方の

よさに気付 き、味
わ う ・・

よさを見つけて
声をかけよう。

〕

・同 じグル ープや 他 の グルー プの 友達

と、組 み合 わせ を見 合 い 、 よ さを見

っ けて味 わ って いる。

自
己
決
定
す
る
力

n
新

し
い
出
会

い

[
▽
仁

「

r
.

、

.
碍襲

引
.轍

舗

.一

百Ψ階
'

噂

」

霧̀
疑

円
い
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蹴

輔黛 購
謄 聞く.灘

課 購 瑠 蕩 ∫カメラ等1臨 ・

　郵

溝
塁謬
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6題 材名 「わ た しの ロボ ッ ト」(第5学 年)

Q題 材につ いて

工作用 紙 を使 ってでき る、広がるいろいろなかたち … 。 自分で決めた楽 しいかたちの

ロボ ッ トをつ く りあげる。 細かい ところも 自分な りの工夫 を し、作品 に名前 も付けてかわい

が るなど、完成 後 も作品 を楽 しむ体験 ができる。 思いが広が り、いろいろなところに置いて

デ ジタル カ メラで撮影 も した くなるよ うな活動 を期待 した。

O題 材のね らい

・紙でで きるいろいろな ことを考 え
、かたちつ くるカをつ ける。

・展開図 も含 めて考 え られ るよ う、空間認識 を高めてい く。

・学校の 中で 自分が決 めた場所 に作 品を置いて楽 しめる
。

O学 習の流れ(4時 間)

1.出 会 う(児 童) 2.た め す(児 童)

子 どもの なげか ける(教 師) 見守 る(教 師)

思 い これは紙の ロボ ッ トです。 みんなも ど うや った らサイコロになる?

工作用紙 を使 って ロボ ッ トをつ くって いろい ろなかたちをつ くってみ よ

み よ う!」 「お も しろ そ う!ど ん な う!

のに しよ う?」 切 っ て み よ う!貼 ってみ よ う!

場の設定 いつ もの図工室で、大 きなイーゼルを 思 ったかたちにするには、 どのよ うに

使 って小 さな完成作 品を見せ る。使 う 工夫 した らいい?

道具は工作用紙 との り、は さみなど、

素材用具 使い慣 れた ものであ るこ とを知る。 どん どんっ くってつけてみ よう!

友達は どんなふ うにやっているかな?

相互行為

試行錯誤

算数で学習す る展 開図の考え方を使 っ

て考 える。(図 工で の造形 なので、少

し切 った り貼った りできる。)

切 り方や、折 り方の注意 を思 い出 して

みよ う。

零

蝶細
支援 分 か りやす く立方 体を例 に展開図の説 基本 の形 を示 し、 かた ちつ く るこ とが

明をす る。動物 の形 で もい いことを伝 苦手な子に分かりやすくする。

え、思 い がふ く らむ よ うにす る。

学習の 興味を もって話 を聞 き、計画的に下描 思い通 りのかたちにす るため意欲的に

評価規準 きが で き る。 試 して努 力できる。

(ビデオで表情や様子を撮影) (作品や ビデオ)
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○ 題 材 の 評 価 規 準

関 心 ・意 欲 ・態度 ・一 表現 した い とい う気 持 ち を もっ て、 楽 しみ な が らい ろい ろな か た ち

をつ く ろ うと してい る。

発 想 ・構 想 の能カ ー一 い ろ い ろな か た ち を発想 して、 思 い、 表現 を広 げ る こ とが で き る。

創造的な技能

鑑賞の能力

一一組 み合わせ を試 した り
、細かい ところまで 自分 の思ったことを表 現

す ることができる。

一 友達のよさや工夫に気付 き

きる。

、 自分の表現に生かそ うとす るこ とが で

○準備 工作用紙、の り、は さみ、定規、コンパス、穴あけパ ンチ、筆記用具

o考 察

特に新 しい素材ではないが、いろいろな造形の基礎 となる空間認 識のカ をつ けるこ とがで

きる。 また、手軽 な素材 でもあ り普段の休み時間や家でつ くりたい と言 う子 も見 られ る。

つ くりた いこ とがいろいろな方 向に発展 して、思いが広が り、 自由に造形でき るよ うにな

っていった。

3.深 め る(児 童) 4.成 しとげる(児 童)

子 どもの ゆ さぶる(教 師) ほめ る(教 師)

思 い 細かいところの工夫 を してみよ う。 で きあが った ら一人 一 人 、 作 品 を気

リア ル な 感 じに な る よ うに す る に に入 った場所 に置いて撮影 してみる。

は_。 自分 の ロボ ッ トに名 前 を付 け る 始めか ら終わ りまでをふ り返 る。

と、 もっ と愛着 が わ く。

場の設定 穴あ けパ ンチで丸 く切れ た工作用紙 を で きあがった作品 をポー ズな どもつ け

貼 り付 けた り、顔 をつ くっ た り。 細 か なが ら、好 きな場所に置いてデジタル

い 工 夫 も して み る。 カメ ラで撮影 してみる。

素材用具 手は ど うい うふ う?頭 にアンテナ をつ

け よ うかな。

相互行為 友達の ロボ ッ トと合体す るよ うに した 友達 のもお も しろ くできているな一

試行錯誤

　1籍繍
1愚

剛 画う 一 ▼ 【L

熱鷹 讐 蕪 鑑さ

あ そ こで撮 っ た らお も しろ い そ一!

1年 生や 、2年 生 に見せ た らど うか な。

もっ とや りた い。ほか の もっ く りた い。

支援 パ ン チ でで きた 穴 を使 っ た り、細 か い カ メ ラ の操 作 の 仕 方。 感 想 用 紙 で 、始

かた ちづ く りもでき るこ とを示 す。 めか ら終わ りまでの活動 をふ り返 らせ

アイ デアの いい ものはほ め る。 る 。 よ さ を 認 め 、 ほ め る 。

学習の 工夫 して作業 ができる。友達 の作品の 場の よさに気付 いて、作品 を生か した

評価規準 よさや工夫 に気付 き、 自分の表現に生 扱い ができる。友達の表現 のよさも味

かす こ とができる。(感 想用紙、作品) わ え る。(感 想 用紙 、作 品 、記 録)
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W.研 究の成果 と今後の課題

1.研 究の成果

授業を どの よ うに展開 し、 どのよ うに働 きかけ(支 援)を していけば、子 どもたちの 「思

い」を広げることができるのか を研 究主題 とし、実践授 業を通 して研究 を深 めてきた。

子 どもの思いを広げる授業 の視点 と してく場の設定〉〈素材 用具〉〈相互行為 〉〈試行錯

誤 〉〈自己評価 ・相互評価 〉が重要であると考 えて授業 を組み 立てた。 また、授業展開時 に

おけるそれぞれの視点に、教師 と児童、児童相互の 「示す(提 案)」 や 「認 める(評 価)」 と

いった支援を位 置付 け、子 どもの思い を見取るこ とを授業の 中で重視 した。

〈場の設 定〉 机 の配置を変 えた り、活動場所 を校庭へ移 した りと環境 を変 えることに よ

り、子 どもたちは、その条件 に合 わせて活動の可能性 について思いを広げることがで きた。

〈素材用具 〉 諸感覚を刺激す る新鮮 な材料や、すでに経験 のある親 しみやすい素材 は、

子 どもたちの思いを抵抗感な く広 げる。 また、技能的に難 しい と思われ る活動では、気付 き

を促 すために見本 を用意 した り、簡単な方法や用具 を提示 した りする と、子 どもの思いを広

げる手助けになることが分か った。

〈相互行為 〉 「だれ と何 のために一緒 にやろ う」 とい った教師の呼びかけに子 どもたち

の共感が得 られ ると、子 どもたちは思いを広 げ協力 し合 って造形活動 を進 めることができる。

〈試行錯誤 〉 子 どもたちが、素材 に触れた り試 した りしてみて、その特徴をつかみ思い

を広 げるためには、十分に時間を確保す るとともに、 自由な雰囲気っ くりが必要 である。

〈 自己評価 ・相互評価 〉 「自己評価カー ド」(記 録 ・写真 ・友達や 先生か らの コメン ト『ホ

メホメカー ド』な ど)の 活用 によ り、子 どもたちの思いが授 業の展開に応 じて、 どのよ うに

変容 して行ったかを理解す るこ とができた。また、今まで活動 の結果 を測 るものであった評

価 か ら、学習活動 中の子 どもの試行錯誤 を把握 しなが ら評価す る ことができるよ うになった。

また、相互評価を取 り入れ ることによ り、子 どもたちに価値観 の共有による自信 が生まれ 、

自信が次の意欲にな り、さらに、表現活動への思いをふ くらませることが分かった。

また、授業では、なげかける、見守 る、ゆさぶ る、ほめるの段階 を設 定 したことによ り、

子 どもの思いを広 げるための教師のかかわ り方や役 目を段階や場面 ごとに確認することがで

きた。以上のよ うに、子 どもたちの思い を広げるための条件や方法を研究 してきたが、教師

が子 どもの思いを広げ るための身近 な言葉かけや 手法な どを取 り入れ ることにより、子 ども

たちの表現活動は、確実 に豊かになることが分か った。

さらに、図画工作にお ける基礎 ・基本、支援 と評価、子 どもの思いの有 り様、教師の向き

合 い方などについても、考 え方をま とめた。 これ らによ り図画工作の教科の姿をはっき りと

させ、学校教育の中での位 置付 けや役割 を確認す ることがで きた。

2.今 後 の課 題

数 々の実践授業 の中か ら魅力あ る授業展開にお ける共通 の要素 を取 り出 して、検証 してき

た。 しか し、材料 が同 じでも題材 の設定の仕方 が違 うだけで、子 どもの思いの広が りが変わ

って くるこ とも事実である。今後 さらに子 どもたちが意欲的 に取 り組み、その思いを深 めて

い こ うとす る題材 を探 るとともに、子 どもの意欲 をよ り一層 喚起す る相互評価の在 り方につ

いての研究 を深 めたい。
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